
・生物多様性保全
・環境コンプライアンスの強化

取締役会

経営会議

サステナビリティ委員会
委員長：頭取　副委員長：企画担当役員・総務担当役員　委員：本部部長

企画部　サステナビリティ統括室
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当行企業価値における重要度

八十二銀行グループは、全役職員が主体的に地域の課題解決に取り組み、
地域の皆様とともにSDGsが目指す持続可能な社会の実現に努めてまいります。

八十二銀行グループ
SDGs宣言

▪安心・安全・便利な暮らしに貢献する
▪多様な人材が活躍できる職場をつくる

重点テーマ SDGs17の目標主な取組み

・ 先進的でアクセスしやすい金融システム・サービスの提供
・金融リテラシーの普及・向上
・地域文化の振興
・ダイバーシティの推進

▪地域経済の持続的発展に貢献する
▪地域産業のイノベーションを支援する

・金融仲介機能の安定的発揮
・お客さまに寄り添う営業活動
・コンサルティング機能の強化　・産学官連携の強化
・お取引先のSDGs取組支援

済
経

▪自然豊かな長野県の環境を守る
▪温暖化防止に向けて積極的に行動する
▪環境経営においてリーダーシップを発揮する

・ 生物多様性保全・環境ボランティア活動の実施
・環境負荷低減活動の実施　・地域の脱炭素化の推進
・環境ビジネスの支援
・ 環境大臣認定「エコ・ファースト企業」としての取組強化
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マテリアリティ（重点課題）

マテリアリティ（重点課題）特定プロセス

●気候変動対策
●脱炭素化の対応
●環境資源の保全

E関連

●データセキュリティの強化
●情報開示の充実
●コンプライアンスの徹底

当行のサステナビリティ活動の振返り

G関連

●新産業の創出
●基幹産業の振興
●少子化／高齢化／過疎化への対応
●デジタライゼーションの推進
●ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
●人材育成

S関連

Step 1

① GRIスタンダード・SASB・SDGsなどの国際基準
② 行内各種プロジェクトを通じた議論
③ 外部専門機関等との意見交換

Step 2

マテリアリティの整理・検証Step 3

サステナビリティ委員会で妥当性検証Step 4

マテリアリティの特定 ー 取締役会にて審議し、承認Step 5

課題抽出

Ｅ関連
抽出された課題

・パンデミックへの対応
・防災への対応
・働き方改革

Ｓ関連
・組織風土改革
・人事制度改革
・労働環境改善

・ガバナンス体制の強化
・内部統制の強化
・腐敗防止（汚職・賄賂）

Ｇ関連

当行自らで目指す お客さまとともに目指す

2021年度実績	 2013年度比	 39.7％削減 2021年度実績	 実行額	 1,554億円
（うち環境分野　830億円）

中期経営目標

｜2021年度～2030年度（10年間）

累計実行	 1.5兆円
うち環境分野	 1兆円

サステナブルファイナンス目標

｜温室効果ガス（CO₂）排出量

	 2023年度	 	 ネット・ゼロ
	 2030年度	 2013年度比	 60％削減

持続可能な社会の実現に向けて
― マテリアリティ

頭取を委員長とする「サステナビリティ委
員会」において、環境に対する取組み等を評
価し、気候変動対応へと反映する体制として
います。脱炭素社会への移行を後押しする社
会的責任を果たすため、当行グループ一体と
なって推進していきます。
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The Hachijuni Bank, LTD.
持続可能な社会の実現に向けて ―マテリアリティ




